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平成18年度の
消費生活相談

【
事
例
①
】
　

家
庭
教
師
の

中
途
解
約
と

関
連
商
品
の

解
約

　
　
「
無
料
の

学
力
診
断
を
受
け
ま
せ
ん
か
」
と
の
来
訪
に

応
じ
た
ら
「
こ
の
ま
ま
で
は
志
望
高
校
は
無

理
」
と
言
わ
れ
家
庭
教
師
を
勧
め
ら
れ
た
。

家
庭
教
師
の
授
業
で
使
う
と
い
う
高
額
な

教
材
も
併
せ
て
契
約
し
た
が
、
家
庭
教
師
の

指
導
が
下
手
だ
し
教
材
も
使
用
し
な
い
で

二
カ
月
経
っ
て
い
る
が
解
約
し
た
い
。

　
　
家
庭
教
師
の
契
約
は
法
律
に
基
づ
い

た
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
や
中
途
解
約
が
可
能

で
、
精
算
ル
ー
ル
も
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
中
途
解
約
の
場
合
は
、
解
約
料
の
上
限
が

決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
開
始
前

は
二
万
円
／
サ
ー
ビ
ス
開
始
後
は
一
カ
月

分
の
授
業
料
相
当
額
ま
た
は
五
万
円
の
い

ず
れ
か
低
い
額
／
同
時
に
契
約
し
た
関
連

商
品
で
あ
る
教
材
も
解
約
が
で
き
ま
す（
解

約
料
は
個
々
の
状
況
で
違
い
ま
す
）
。

【
事
例
②
】　
有
料
サ
イ
ト
利
用
料
の
不
当
請
求

　
　
携
帯
電
話
に
、
利
用
し
た
覚
え
の
無
い

有
料
サ
イ
ト
利
用
料
の
請
求
が
き
た
。

　
　
利
用
し
て
い
な
い
の
な
ら
全
く
払
う

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
覚
え
が
な
い
」
と
業
者
に
連
絡
し
よ
う

と
す
る
か
た
も
い
ま
す
が
、
か
え
っ
て
個
人

情
報
を
漏
え
い
す
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね

な
い
の
で
、
一
切
連
絡
せ
ず
放
っ
て
お
く
こ

と
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
不
当
請
求
は
、
電
話
だ
け
で

な
く
郵
便
で
届
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。
受

け
取
り
た
く
な
い
場
合
は
、
受
取
拒
絶
も
で

き
ま
す
。

　個人情報の相談もセンターで受け付けています。

　「自分の情報は自分で守る」という意識を持つこ

とが大切です。

　そのためには、気軽にアンケートに答えたり、利

用目的も確かめないで個人情報を提供するのはや

めましょう。

消費者生活センター　緯38-2034
お困りです課　緯38-5401
文書行政課　緯38-2010
週末消費生活相談ダイヤル　緯0120-511-103
土・日曜日(年末年始を除く)午前10時～午後４時

消費者を守る
　　　　　クーリング・オフ制度

　訪問販売などの特定の取り引きで商品

やサービスの契約をしたとき、「契約を

止めたい」と思ったら、契約書面を受け

取ってから一定の期間内であれば、無条

件で解約できる制度です。はがきに解約

通知を書き、郵便局から配達記録郵便で

出しましょう。期間は、取り引き内容に

よって異なります。

　
複
数
の
金
融
業
者
か
ら
お
金
を
借
り
て
、

支
払
い
困
難
に
陥
っ
た
状
態
の
人
を
多
重

債
務
者
と
い
い
ま
す
。
国
内
に
は
二
百
万

人
も
の
多
重
債
務
者
が
存
在
す
る
と
言
わ

れ
、
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
多
重
債
務
」
に
陥
る
原
因
は
？

○
ク
レ
ジ
ッ
ト
で
無
計
画
に
買
い
物
を
す
る
。

○
失
業
等
に
よ
る
生
活
苦
、
病
気
、
事
故
な

　
ど
の
予
期
せ
ぬ
出
来
事
、
あ
る
い
は
事
業

　
の
資
金
繰
り
の
た
め
に
借
金
を
す
る
。

○
友
人
、
知
人
に
頼
ま
れ
、
安
易
に
連
帯
保

　
証
人
に
な
り
債
務
を
負
う
。

○
厳
し
い
取
り
立
て
に
追
わ
れ
、
返
済
の
た

め
に
新
た
な
借
金
を
重
ね
る
。

日
内
に
出
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
事
例
③
】
　
屋
根
工
事
の
次
々
契
約

　
　
以
前
、
排
水
管
の
清
掃
を
し
た
業
者
が

ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
と
い
っ
て
訪
問
し
て

き
た
。
サ
ー
ビ
ス
で
屋
根
裏
を
見
て
も
ら

っ
た
と
こ
ろ
、
雨
漏
り
の
染
み
が
あ
る
写
真

を
見
せ
ら
れ
た
。
放
っ
て
お
く
と
大
変
な

こ
と
に
な
る
と
言
わ
れ
、
不
安
に
な
っ
た
の

で
契
約
を
し
た
ら
、
屋
根
裏
の
補
強
工
事
も

勧
め
ら
れ
契
約
を
し
て
し
ま
っ
た
。

　
　
訪
問
販
売
の
悪
質
な
リ
フ
ォ
ー
ム
業

者
は
、
点
検
と
称
し
て
家
に
入
り
込
み
、
不

安
を
あ
お
っ
て
契
約
さ
せ
ま
す
。
「
放
っ
て

お
く
と
大
変
な
こ
と
に
な
る
」
と
い
う
の
は

こ
れ
ら
の
業
者
が
よ
く
口
に
す
る
言
葉
で

す
。
雨
漏
り
で
困
っ
て
い
る
わ
け
で
も
な

い
の
で
、
大
至
急
修
理
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
信
頼
で
き
る
業
者
に
見
て
も
ら
っ
て
か

ら
で
も
遅
く
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
場

で
契
約
す
る
の
は
止
め
ま
し
ょ
う
。

　
契
約
し
て
足
場
等
を
組
ん
だ
あ
と
で
も
、

八
日
以
内
な
ら
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
が
で
き

ま
す
。
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
期
間
を
過
ぎ
た

場
合
で
も
、
事
実
と
異
な
る
こ
と
を
言
っ
た

な
ど
勧
誘
に
問
題
が
あ
る
場
合
は
、
解
約
で

き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

【
事
例
④
】
　
サ
ラ
金

　
　
サ
ラ
金
数
社
か
ら
　
・
2
％
の
金
利
で

29

借
り
て
い
る
。
元
本
が
一
向
に
減
ら
な
い
。

　
　
昨
年
最
高
裁
で
　
％
か
ら
　
・
2
％
の

20

29

間
の
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
金
利
は
違
法
と
の
判

決
が
出
て
か
ら
、
も
っ
と
低
い
金
利
の
利
息

制
限
法
に
引
き
直
し
て
、
払
い
す
ぎ
た
金
利

分
の
返
還
を
求
め
る
過
払
い
金
返
還
請
求

が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
お
こ
っ
て
い
ま
す
。

サ
ラ
金
か
ら
返
済
履
歴
を
取
り
寄
せ
て
交

　
悪
質
業
者
の
甘
い
言
葉
や
強
引
さ
に
惑
わ
さ

れ
ず
、
要
ら
な
い
物
は
は
っ
き
り
断
る
こ
と
が

肝
心
で
す
。
ど
ん
な
場
合
で
も
、
そ
の
場
で
契

約
せ
ず
家
族
や
周
り
の
人
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
悪
質
商
法
、
食

品
・
商
品
情
報
、
省
エ
ネ
、
金
融
知
識
、
相
談

先
情
報
な
ど
消
費
生
活
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
の

相
談
や
図
書
、
ビ
デ
オ
の
貸
し
出
し
な
ど
情
報

　
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
ま
た
、
く
ら
し
の
セ
ミ
ナ
ー
や
リ

　
サ
イ
ク
ル
手
芸
・
料
理
教
室
等
さ
ま

　
ざ
ま
な
講
座
・
教
室
を
開
催
し
て
い

　
ま
す
。
い
つ
で
も
お
気
軽
に
お
立
ち

　
寄
り
く
だ
さ
い
。

クーリング・オフの記載例

深
刻
化
す
る
「
多
重
債
務
問
題
」

○
悪
質
な
「
紹
介
屋
」「
整
理
屋
」「
買
取
屋
」

　
等
の
被
害
に
遭
う
。

「
多
重
債
務
」
に
陥
ら
な
い
た
め
に

○
必
要
以
上
に
カ
ー
ド
は
持
た
な
い
。
安

　
易
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
や
ロ
ー
ン
を
利
用
し

　
な
い
。
借
入
金
は
返
済
能
力
を
考
え
、
必

　
要
最
小
限
に
し
、
借
金
が
ど
れ
ぐ
ら
い
あ

　
る
か
把
握
し
て
お
く
。
　

○
返
済
の
た
め
の
借
入
は
し
な
い
。
「
紹
介

　
屋
」「
整
理
屋
」「
買
取
屋
」
な
ど
の
甘
い

　
宣
伝
文
句
や
お
と
り
広
告
は
、
う
の
み
に

　
し
な
い
。

○
返
済
困
難
に
な
っ
た
ら
、
一
人
で
悩
ま
ず
、

　
早
め
に
専
門
の
相
談
窓
口
に
相
談
す
る
。

●
多
重
債
務
の
問
題
で
お
悩
み
の
場
合
は
、

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

消費者生活センター(市経済課内)　緯38-2034

　月～金曜日  午前９時～正午、午後０時45分～４時

司法書士による法律相談(お困りです課)　緯38-5401

　金曜日　午後１時～４時(午後０時45分～４時受付)

サラ金110番(阪神南県民局商工課)　緯06-4868-5075

兵庫県弁護士会　緯078-341-1717

兵庫県司法書士会　緯078-341-6554

神戸簡易裁判所　緯078-341-7521

法テラス(日本司法支援センター)　緯0570-078374

日本クレジットカウンセリング協会東京センター　

　　　　　　　　　　　　　　　　緯03-3226-0121

Ｑ

ＡＱＡ

Ｑ

昨
年
の
「
消
費
生
活
相
談
」
の
事
例

　消費生活相談の事例をも

とに、その時々に多発して

いる悪質商法や商品情報等

について、希望の場所へ出向いて講座をしま

す。10人以上の

グループで上記

へお申し込みく

ださい。また、

ご希望に応じて

リサイクル手芸

教室も行います。

出前講座

　「平和への祈りと願い」を込めて、平和の鐘

を高らかに鳴らしましょう。

　奮ってご参加ください。

■日時　８月15日(水)正午～午後１時　■会

場　市民センター本館玄関前　■内容　午前

11時45分～午後０時15分玄関南側の築山で

“優愛の鐘”を鳴らします。その後、市民セン

ターで軽食付きのイベントを開催します。

「平和の鐘」を鳴らそう！

問い合わせ
芦屋ユネスコ協会事務局(生涯学習課内)

緯38-2091

■内　　容　成人式の企画・運営等

■対　　象　市内在住で誕生日が昭

和62年４月２日から63

年４月１日までの、意

欲のあるかた若干名

■申し込み　８月17日(金)までに、

　　　　　　下記へ

「平成20年成人式」

企画運営委員募集

問い合わせ
スポーツ・青少年課青少年育成担当

緯22-0358/FAX22-1633

Ａ

問
い
合
わ
せ
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
緯
映
２
０
３
４

相
談
件
数
は
減
少
・
内
容
は
よ
り
深
刻
に

　
平
成
十
八
年
度
に
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
た
相
談
件
数
は
千
二
百
十
件
、
前
年
度
に
比
べ
　
％
減
少

19

し
、
架
空
請
求
の
は
が
き
、
有
料
サ
イ
ト
利
用
料
な
ど
の
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
の
苦
情
相
談
は
減
少

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
結
婚
相
談
所
や
サ
ラ
金
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
、
マ
ン
シ
ョ
ン
・
住
宅
の
売
買
契

約
、
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
等
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
は
増
加
し
、
さ
ら
に
手
口
も
巧
妙
か
つ
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
　

市民が創る公民館講座

企画募集

■対象　市内で活動しているグループ

　　　　・個人(営利団体を除く) 　

■内容　公民館講座（２～４回の講座）

を企画・実施

■申し込み　公民館にある応募用紙に

　　　　記入し、８月24日(金)までに

　　　　公民館へ※９月１日(土)午前

　　　　10時からプレゼンテーション

　　　　を行い優秀企画１点を決定。

問い合わせ　公民館　緯35-0700

困ったときは消費生活センター

Ｑ Ａ

個人情報に

関すること

多重債務に

関すること
の「市民絵画展」です。

在勤・在学の高校生以上

以内。額装し、丸ひもか平

時に申込書を記入。９月

賞状と賞品

　　　　ンター　緯31-4995

ポップ・オペラ 

増田いずみの世界③

９月30日(日)午後２時～　■会

ナ・ホール　■出演　増田いずみ

夜想曲～ショパン「ノクターン

、アリュール～バッハ「Ｇ線上の

、誰も寝てはならぬ～プッチーニ

トゥーランドット」より　ほか　

料　4,000円（前売3,500円)

センター内グリル業平、市役所内売店

新響楽器西宮北口オーパス店

境課　緯38-2050

活動に取り組んでいます。

動等に取り組んでいただ

0円を科します。

　　　　　　　　

楽しい花火

読んで必ず守りましょう。

ましょう。

えやすい物のある場所で

ょう。

しょう。

防課　緯38-2098

５

 芦屋市の動き　　　　阪神芦屋駅バリアフリー化決定

 芦屋市政キララ　　　あなたを狙っています。夏の街頭犯罪

 トピックス　　　　　芦屋市中学校総合体育大会

 　　　　　　　　　　第59回　芦屋市展　

 芦屋市からの　　　　JCS リレー・フォー・ライフ・ジャパン2007

　　　　　お知らせ　　　　　　　　　　　　　　　in 芦屋

 ドラマサーティ　　　お困り物語

 市民の時間　　　　　夏休み　あしや30min.版　芦屋検定。

８
月

放送時間
〔30 分〕

※「J:COM特別番組」のため、８月18日(土）③の放送はありません。

■番組に関する問い合わせ　広報課　緯38-2006　■CATV全般に関する問い合わせ
㈱ケーブルネット神戸芦屋(J：COM)カスタマーズセンター　錆0120-13-8160

① 8 :00

②11:30

③16:00

④19:30

⑤22:30

※ビデオ
　テープ
　貸出可

　
た
だ
し
、
支
払
督
促
等
を
裁
判
所
に
申
し

立
て
ら
れ
、
正
規
の
裁
判
所
か
ら
「
特
別
送

達
」
が
届
い
た
場
合
は
放
っ
て
お
い
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
異
議
申
立
書
を
裁
判
所
に
期

渉
し
て
み
た
ほ
う
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
自

分
で
の
交
渉
が
難
し
い
場
合
は
、
債
務
額
に

よ
り
ま
す
が
司
法
書
士
や
弁
護
士
に
交
渉

を
委
任
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
七
十
歳
以
上
の
高
齢
者
に
係
る
苦
情
相
談
の
内
容

で
は
、
次
々
販
売
や
点
検
商
法
、
催
眠
商
法
に
関
す
る

相
談
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、

判
断
力
が
低
下
し
て
い
る
高
齢

者
を
狙
っ
て
繰
り
返
し
契
約

さ
せ
る
業
者
も
多
い
の
で
注

意
が
必
要
で
す
。

　
高
齢
者
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を

防
ぐ
に
は
、
家
族
や
地
域
の
人
た
ち
の
協

力

が

必

要
で
す
。
ま
た
、
要
ら
な
い
と
き
は
、
き
っ
ぱ
り
断
る

こ
と
が
大
切
で
す
の
で
、
日
ご
ろ
か
ら
高
齢
者
に
は
伝

え
、
細
や
か
な
見
守
り
が
必
要
で
す
。

高
齢
者
の
消
費
者
　
　
　
　

　
　
　
ト
ラ
ブ
ル
増
加

《苦情相談ワースト５》

第１位　はがきなどによる未納消費料金等

第２位　電話・インターネット・有料サイト等

第３位　サラ金・ヤミ金・クレジット等金融関連

第４位　賃貸住宅・住宅の売買契約・リフォーム工事等

第５位　寄付・各種アンケート・迷惑電話等

《苦情相談ワースト５》

【芦屋の水源について】＊受講者に『芦屋の水』をプレゼント

■日時　８月５日(日)午後２時～３時　■会場　美術博物館講義室　■内容　芦屋の上水道および

その水源地の現状　■講師　市水道部職員　■定員　60人　■申し込み　住所・氏名・年齢・電話

番号・講座名を記入し、ファクスで上記へ

【六甲山とあしやの生き物】

■日時　８月25日(土)午後２時～３時30分　■会場　美術博物館講義室　■内容　六甲山および芦

屋の自然・生き物　■講師　人と自然の博物館研究員・鈴木武氏　■定員　50人　■申し込み　往

復はがきに住所・氏名・年齢・電話番号・講座名を記入の上、８月16日(木)＜必着＞までに上記へ

【美術ワークショップ　その１《みずのかたち》】

■日時　８月４日(土)・５日(日)午前10時30分～正午　■会場　美術博物館体験学習室、庭(雨天は

館内)　■内容　コップに入った水と色水(絵の具)を使って大きな紙にさまざまな「水の形」を作る

■講師　井須圭太郎本館学芸員　■対象　市内在住・在勤のかた(小学生未満は保護者同伴)　■定

員　先着各30人　■申し込み　住所・氏名・年齢・電話番号・参加人数・希望日時を記入し、８月

３日(金)までにファクスで上記へ　＊当日は汚れてもよい服装でご参加ください。

【美術ワークショップ　その２《ひとのかたち》】　

■日時　８月26日（日）①午前10時30分～正午②午後２時～３時30分　■会場　美術博物館体験学習

室　■内容　自分自身を縁取りした「私の形」とお互いを縁取りした「あなたの形」。人の形が生み

出す不思議な作品　■講師　井須圭太郎本館学芸員　■対象　市内在住・在勤のかた(小学生未満は

保護者同伴)　■定員　先着各15人　■費用　大高生以上は観覧券(大人500円、大高生300円)が必要

■申し込み　住所・氏名・年齢・電話番号・参加人数・希望日時を記入し、８月23日(木)までにファ

クスで上記へ　＊当日は汚れてもよい服装でご参加ください。

【夏休み自然観察絵画教室《全２回》】

■日時　８月７日・28日(火)午前10時～正午　■会場　美術博物館体験学習室　■対象　小・中学

生(小学校低学年は保護者同伴)　■定員　30人　■指導　ボタニカルアートグループ・亀井 良子氏

■参加費500円　＊保護者は別に要観覧料(500円)が必要　■持ち物　水彩絵の具セット、シャープ

ペンシル、ノック式消しゴム　■申し込み　住所・氏名・学年・電話番号、ファクス番号・小学校

低学年の場合は保護者名を記載し、８月４日(土)までにファクスで上記へ

『牧野四子吉の世界－自然観察の愉しみ－』

『水と芦屋　－江戸時代のエコロジー－』展覧会関連企画

問い合わせ　美術博物館　　緯38-5432/ FAX38-5434(〒659-0052　伊勢町12-25)

【雑学講座】　日曜　男の雑学塾　第２回

■日時　８月26日(日)午前10時～午後１時(田舎の昼ごはん付き）　■会場　谷崎潤一郎記念館講義

室　■内容　人生を楽しく過ごすために。テーマ「美女と悪女」　■講師　京都橘大学名誉教授・鈴

木紀子氏(平安朝文学専攻、「日本文学の男性像」「家と女性の社会史」等著書多数)　■受講料　

4,000円(昼食代含む)　■申し込み　ファクスかメールで上記へ

【ティータイムセミナーⅠ】　だれかに伝える、あなたの物語

■日時　８月18日(土)午後２時～３時30分　■会場　谷崎潤一郎記念館講義室　■講師　大阪芸術

大学講師・篠原嘉彦氏　■内容　日ごろの出来事や思い出を人の心に残る文章にする方法　■受講

料　2,500円　■定員　20人　■申し込み　ファクスかメールで上記へ

【ティータイムセミナーⅡ】　作家を囲む読書会　第３回　

■日時　８月23日(木)午前10時30分～正午　■会場　谷崎潤一郎記念館講義室　■講師　作家・柳

谷郁子氏(同人誌「播火」主宰。著書「風の紋章」「夏子の系譜」ほか)　■内容　津島佑子著「寵

児」。背景と作家の心情など　■受講料　2,300円　■定員　20人　■申し込み　ファクスかメール

で上記へ

【文学館講座】　夏の俳句講座　

■日時　８月25日(土)午前10時～正午　■会場　谷崎潤一郎記念館講義室　■講師　ホトトギス同

人・黒川悦子氏　■内容　兼題「流星」　■受講料　2,500円　■定員　５人　■申し込み　ファク

スかメールで上記へ

【夏休み子どもの教養】　昔話名作読み聞かせとおやつの時間

■日時　８月25日(土)・26日(日)午後１時30分～３時　■会場　谷崎潤一郎記念館講義室　■内容

昔から伝わる日本の世界の名作の朗読を聞く会(第３回・第４回)　■朗読者　朗読グループＲＳＴ・

北山たか子氏、前田綾子氏／あし笛・脇村衣子氏、牧野伴枝氏　■参加料　１回1,000円(おやつ代

含む)　■定員　幼稚園児・小学生30人　■申し込み　ファクスかメールで上記へ

８月の休館日　６日・20日・27日、９日～16日(臨時休館)

谷崎潤一郎記念館の催し

問い合わせ　谷崎潤一郎記念館　　緯23-5852/FAX38-3244

Ｅメール　ashiya-tanizakikan@rhythm.ocn.ne.jp

美術博物館の催し

　市民のかたを対象に、絵画創作発表の場を提供し、多くのかたの鑑賞に供するための

■会期　９月５日～９日　■会場　市民センター301室・302室　■対象　市内在住・在

のかた　■作品　絵画一般（日本画・洋画）で自作、未発表作品50号（116.7㎝×90.9㎝）以

ひもを付けたもの　■出品料　500円（１人１点限り）　■申し込み　作品受け付けの時

２日（日）午前10時～午後４時に市民センター301室へ持参　■賞等　奨励賞（数点）に賞

第21回 市民絵画展 作品募集　　　　　　　　　問い合わせ　市民セン

芦屋市広報番組　あしや30サーティーmin.

問い合わせ　市民センター　緯31-4995

　　ルナ・ホールの催し物

～歌でつづる～名曲コンサート2007②名作ファミリーミュージカル

「人魚姫」①

■日時　９月１日(土)午後６時～　■会場　ルナ・ホー

ル　■出演　〈ソプラノ〉芦原昌子、飯山友子、鬼一薫、

斎藤言子、高嶋優羽／〈メゾ・ソプラノ〉山田愛子／

〈テノール〉田原祥一郎、畑儀文／〈バリトン〉伊藤

正、小村亮三／〈ピアノ〉今岡淑子／〈司会〉佐々木

美穂　■内容　日本の歌、イタリアからの愛の調べ、

オペラの名曲集　■入場料　3,500円（前売3,000円)

■日時　

場　ルナ

■内容　

第20番」

アリア」

歌劇「ト

■入場料

■チケット販売所

　市民センター事務所、大蓄、ローソン・チケット／①②のみ・市民セ

　／②③のみ・チケットぴあ／②のみ・神戸コンサー協会／③のみ・新

市民マナー条例にご協力を 問い合わせ　環境

　清潔で安全・快適な生活環境を守るため、市では市民の皆さんと連携し、各種啓発活

　また、各自治会から推薦いただいた55人のかたを美化推進員として委嘱し、美化活動

いています。マナーを守り、清潔・安全・快適なまち芦屋の実現にご協力ください。

【次の行為はやめましょう】

■喫煙禁止区域（ＪＲ芦屋駅周辺）内での喫煙　※違反者には、９月１日から過料2,000

■歩行喫煙

■たばこの吸殻・空き缶等のポイ捨て

■犬の放し飼い・ふんの放置

■落書き

　   花火の禁止にご協力を　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　市では、海岸・河川・公園などの公共の

場所での、夜間（午後９時から翌朝午前６時

まで）花火を禁止しています。

【禁止する花火】

■ピンホイール・ヨーヨー等の回転花火

■金魚・花車等の走行花火、

　笛ロケット・流星等の飛行花火

■乱玉・パラシュート等の打ち上げ花火、

　スモーククラッカー・爆竹等の音花火

ルールを守って楽

 ■花火に書いてある遊び方をよく読

 ■風の強いときは花火遊びはやめま

 ■花火を人や家に向けたり、燃え

 　遊んだりしないようにしましょ

 ■必ず水を用意しましょう。

 ■花火のごみは必ず持ち帰りまし

 ■市民マナー条例で、

　 午後９時以降から

　 翌朝午前６時まで

　 禁止されている

　 花火があります。

　 ご注意ください。

　 ＜左覧を参照＞

問い合わせ　消防本部予防

 ■日時　８月25日(土)午前

10時30分～、午後２時～

■会場　ルナ・ホール　    

■出演　人魚姫・本田有花、

魔女・榛名由梨、王子・正木

慎也　■入場料　3,000円（前売2,500円)、

ペア券4,000円(前売りのみ)


